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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

6/25現在 

父島 

100/100 

母島 

100/100 

 

５月気象状況   （父島） 

最高気温  27.6℃ 

最低気温  15.5℃ 

平均気温  22.3℃ 

平均湿度  83％ 

月降水量  190.0mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（6/1）  
 

 

             2,534人 
 

 

             父島      母島   
 

 

  人口     2,068人   466人 
 

 
 

  世帯     1,164    261 

ＮＯ．６３１ 

平成 26年(2014) 

７/１(火)  

 

第１８回硫黄島訪島事業を６月１４日から１７日にかけて実施しました。今年は天候に大変恵まれ、１５日、１６日の２日間とも硫黄

島に上陸することができ、ゆとりある墓参や里帰りを行うことができました。 

１５日の朝、硫黄島に上陸後、硫黄島旧島民平和祈念墓地公園において旧島民慰霊祭が開催されました。昼食後、旧島民の皆さん

は出身集落へ里帰りを、その他の皆さんは島内見学や慰霊巡拝を行い、この日の夜は、旧島民の皆さん方は、平成１４年度に村が建

設した硫黄島一時滞在施設（平和祈念会館）に宿泊し、和やかに一夜を過ごされました。 

翌１６日は、旧島民や硫黄島協会の皆さんは天山慰霊碑や鎮魂の丘において献花、慰霊を行いながら、島内を周りました。また、

中学生や一般村民の皆さんは島内見学の後、基地見学をさせてもらいました。   

このように硫黄島訪島事業には、硫黄島旧島民以外に父島・母島の中学校２年生が学校行事として参加しており、また、戦没者

の御遺族などで構成される硫黄島協会や一般村民の皆さんも参加しています。旧島民の皆さんはもとより、その他の参加者の皆さ

んもそれぞれに有意義な訪島になったことと思います。 

かつての硫黄島は、南国の恩恵を存分に享受し、豊かで平和な島でしたが、戦争によって荒廃し、さらに旧島民の帰島も許され

ない現状にあります。 

村としては今後も、旧島民の心情に報いるための訪島事業を行うと共に、遺骨収集帰還事業に積極的に協力してまいります。 

【参考】 

（内訳） 

旧島民３５名、父母中学生（教員含む）２９名、硫黄島協会４名、その他８４名  

総勢１５２名 

 

 

 

 

 
 

慰霊祭（村長の式辞） 慰霊祭（中学生による誓いのことば） 

 

天山慰霊碑での献花（硫黄島旧島民） 基地施設見学の様子 

硫黄島訪島事業を実施しました 
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都
市
計
画
の
原
案
に
関
す
る
公
聴
会

（母
島
）の
中
止 

  

村
民
だ
よ
り
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
、
母
島
に
お

い
て
、７
月
９
日
（水
）に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
「都

市
計
画
の
案
に
関
す
る
公
聴
会
」は
、意
見
公
述
の
申

し
出
が
な
か
っ
た
た
め
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

 

な
お
、
父
島
は
公
述
の
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
、
予

定
ど
お
り
７
月
10
日
（木
）午
後
７
時
か
ら
、
小
笠
原

村
役
場
２
階
会
議
室
に
て
公
聴
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
計
画
課 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
３
８
８
―
３
２
２
５ 

 

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
品
評
会
の
結
果 

  

６
月
９
日
（月
）に
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
品
評
会

を
開
催
し
、
出
品
さ
れ
た
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。 

 

出
品
者
を
特
定
で
き
な
い
よ
う
に
し
た
後
、
形
、

色
付
き
、
揃
い
、
傷
の
有
無
お
よ
び
熟
度
な
ど
の
項

目
に
つ
い
て
総
合
評
価
を
行
っ
た
結
果
、
高
評
価
を

得
た
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

【
金
賞 

小
笠
原
村
長
賞
】 

 

藤
谷
農
園
（母
島
） 

【
銀
賞 

小
笠
原
支
庁
長
賞
】 

友
野
農
園
（父
島
） 

【
銅
賞 

農
協
組
合
長
賞
】 

 

福
田
農
園
（母
島
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
産
業
活
性
化
対
策
協
議
会 

（産
業
観
光
課
内
） 

 
 
 

 

３
―
３
１
１
４ 

 

東
京
都
受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸

付
事
業 

  

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
業
は
、
高
校
や

大
学
な
ど
の
受
験
料
、受
験
に
係
る
交
通
費
・宿
泊
費
、

学
習
塾
受
講
料
な
ど
の
費
用
に
つ
い
て
貸
付
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
一
定
所
得
以
下
の
世
帯
の
子
供
へ
の

支
援
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
貸
付
金
は
貸
付
対

象
の
学
校
に
入
学
し
た
場
合
、
申
請
に
よ
り
返
済
が

免
除
さ
れ
ま
す
。 

【
貸
付
金
の
内
容(

金
額
は
上
限
額)

】 

《
受
験
料
貸
付
金
》 

○
中
学
３
年
生 

２
万
７
千
４
０
０
円 

○
高
校
３
年
生 

10
万
５
千
円 

《
交
通
費
な
ど
貸
付
金
》 

○
往
復
交
通
費 

 

８
万
４
千
円 

○
宿
泊
費 

 
 
 

３
万
円(

原
則
上
限
３
泊)

《
学
習
塾
受
講
料
貸
付
金
》
20
万
円 

 

【
貸
付
要
件
】
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
が
ご
利
用

で
き
ま
す
。 

○
世
帯
の
生
計
中
心
者(

20
歳
以
上)

で
あ
る
こ
と 

○
課
税
所
得
60
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と 

○
総
収
入
額
が
扶
養
人
数
１
人
の
場
合 

 
 
 

２
６
０
万
円
以
下(

以
下
扶
養
人
数
が
１
人
増

え
る
ご
と
に
60
万
円
加
算)

で
あ
る
こ
と 

○
預
貯
金
な
ど
資
産
の
保
有
額
が
世
帯
で 

 
 

６
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と 

○
土
地
・建
物
を
所
有
し
て
い
な
い
こ
と(

現
在
居

住
し
て
い
る
場
所
は
除
く) 

○
都
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
在
住
し
て
い
る
こ
と 

○
生
活
保
護
受
給
世
帯
で
な
い
こ
と 

○
同
一
世
帯
で
は
な
い
連
帯
保
証
人
（１
名
）が
確

保
で
き
る
こ
と 

 ●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

第
27
回
く
ら
し
の
法
律
・税
金
相
談 

  

法
律
関
係
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「小
笠
原
サ
ポ
ー

ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
」に
よ
り
「第
27
回
く
ら
し
の

法
律
・税
金
相
談
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

ご
相
談
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。 

◎
く
ら
し
の
法
律
・税
金
相
談
・遺
言
相
談 

 
 

皆
さ
ま
の
法
律
相
談
、
税
金
相
談
、
遺
言
相
談

に
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
税
理
士
が
無
料
で
応

じ
ま
す
。遺
言
な
ど
公
証
人
の
公
正
証
書
作
成
（有

料
）は
、準
備
が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》 

７
月
８
日
（火
）午
後
７
時
～
９
時 

７
月
９
日
（水
）午
前
９
時
～
５
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
母
島
】 

《
日
時
》 

７
月
８
日
（火
）午
後
７
時
～
９
時 

７
月
９
日
（水
）午
前
９
時
～
５
時 

（午
前
11
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分
ま
で 

お
昼
休
み
） 

《
場
所
》
母
島
支
所 

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、
事
前
予
約
を
ご
希
望
の

方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
ご
要
望
が
あ
れ
ば
相
談
会
場
以
外
で
も
出
張
し

て
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 

 

２
―
３
１
１
３ 

 
 

サ
ポ
ー
ト
専
門
家
グ
ル
ー
プ
専
用
電
話 

 

０
３
―
５
９
１
９
―
３
５
３
０ 

 

国
民
年
金
保
険
料
免
除
な
ど
の
申
請 

 

国
民
年
金
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、万
一
、

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免

除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年
者

（
30
歳
未
満
）納
付
猶
予
制
度
」が
あ
り
ま
す
の
で
、

小
笠
原
村
役
場
村
民
課
窓
口
か
母
島
支
所
窓
口
で
申

請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
窓
口

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。 

平
成
26
年
度
の
免
除
の
受
付
は
７
月
１
日
か
ら

開
始
さ
れ
、
平
成
26
年
７
月
か
ら
平
成
27
年
６
月

ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
審
査
し
ま
す
。
ま
た
、

申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
度
必
要
で
す
。 

た
だ
し
、
平
成
26
年
７
月
中
に
申
請
す
る
場
合 

は
、
平
成
24
年
６
月
か
ら
平
成
26
年
６
月
ま
で
の

期
間
に
つ
い
て
も
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
過

去
分
の
免
除
な
ど
も
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
申
請
書

が
複
数
枚
必
要
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

港
年
金
事
務
所 

０
３
―
５
４
０
１
―
３
２
１
１ 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

居
住
証
明
書
の
適
正
な
使
用 

 

「居
住
証
明
書
」は
、
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を
し

て
い
る
村
民
が
東
京
～
父
島
航
路
、
父
島
～
母
島
航

路
の
島
民
割
引
乗
船
券
を
購
入
す
る
た
め
に
交
付
を

す
る
も
の
で
す
。
他
の
目
的
で
の
使
用
や
、
証
明
書

に
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
方
以
外
の
使
用
、ま
た
、

本
証
明
書
に
て
購
入
し
た
乗
船
券
も
記
載
名
義
人
、

購
入
者
以
外
の
方
が
使
用
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ 

ん
。
証
明
書
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
適
正
な
使

用
を
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
証
明
書
を
不
正
に
使
用
し
た
場
合
は
、
証

明
書
を
没
収
し
、
以
後
そ
の
方
に
は
証
明
書
を
発
行

し
ま
せ
ん
。 

 ●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

【
日
程
】
７
月
18
日
（金
） 

【
時
間
】
午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 
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《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 
村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

臨
時
福
祉
給
付
金
と
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金 

 

４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
際
し
、
家
計
へ

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
所
得
が
低
い
方
に
は
「臨

時
福
祉
給
付
金
」を
、
子
育
て
世
帯
に
は
「子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
」が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

【
支
給
対
象
者
】 

《
臨
時
福
祉
給
付
金
》 

 
 

平
成
26
年
度
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
方 

《
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
》 

 
 

平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手
当
受
給
者 

（非
課
税
世
帯
の
方
は
臨
時
福
祉
給
付
金
で
の

受
給
と
な
り
ま
す
） 

 

※
受
給
に
は
所
得
条
件
な
ど
を
満
た
し
た
方
が
対

象
と
な
り
、
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、

ど
ち
ら
か
一
つ
の
給
付
金
で
す
。 

支
給
対
象
と
な
る
か
わ
か
ら
な
い
方
は
、
診

断
チ
ャ
ー
ト
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
支
給
額
】 

《
臨
時
福
祉
給
付
金
》 

対
象
者
１
人
に
つ
き
、
１
万
円
。 

※
た
だ
し
基
礎
年
金
・児
童
扶
養
手
当
な
ど
の

受
給
者
に
は
５
千
円
を
加
算
。 

《
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
》 

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
、
１
万
円
。 

【
申
請
手
続
き
】 

申
請
先
は
、
原
則
平
成
26
年
１
月
１
日
に
お
い

て
住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
町
村
で
す
。 

小
笠
原
村
で
は
、
７
月
下
旬
に
受
給
可
能
と
み

ら
れ
る
方
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。 

申
請
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、
本
人
確
認
書
類
・

ご
印
鑑
・申
請
者
名
義
の
振
込
先
口
座
が
わ
か
る

も
の
を
持
参
し
村
役
場
村
民
課
ま
た
は
母
島
支
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
来
庁
が
困
難
な
方
は
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
に
申
請
書
・関
係
書
類
の
コ

ピ
ー
を
入
れ
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

公
務
員
の
方
は
、所
属
庁
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

支
給
日
に
つ
い
て
は
、
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 
 

                             

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
３

厚
生
労
働
省
相
談
窓
口
（専
用
ダ
イ
ヤ
ル
） 

 
 
 
 

 

０
５
７
０
―
０
３
７
―
１
９
２ 

 

学
生
の
帰
省
の
た
め
の 

居
住
証
明
書
の
発
行 

 

小
笠
原
村
出
身
の
本
土
在
住
学
生
が
、
島
に
在
住

し
て
い
る
親
元
に
一
時
的
に
帰
省
す
る
た
め
の
東 

京
～
父
島
間
の
往
復
割
引
乗
船
券
（復
路
２
等
運
賃

の
７
割
引
）を
購
入
す
る
際
に
必
要
な
証
明
書
の
発

行
を
随
時
受
付
け
て
お
り
ま
す
。 

申
請
に
際
し
て
は
学
生
証
の
写
し
や
在
学
証
明
書

な
ど
、
在
学
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
文
書
の
用

意
と
保
護
者
の
ご
来
庁
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

発
行
手
数
料
は
１
回
３
０
０
円
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 

 

２
―
３
１
１
３ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 

 

３
―
２
１
１
１ 

 

風
し
ん
抗
体
検
査
（血
液
検
査
）・風
し

ん
予
防
接
種
費
助
成 

 
 

小
笠
原
村
に
お
い
て
、
風
し
ん
抗
体
検
査
お
よ
び

風
し
ん
予
防
接
種
費
助
成
を
実
施
し
ま
す
。
次
に
該

当
さ
れ
る
方
で
抗
体
検
査
お
よ
び
予
防
接
種
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
村
役
場
村
民
課
福
祉
係
お
よ
び
母

島
支
所
に
お
い
て
申
し
込
み
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。 

【
風
し
ん
抗
体
検
査
対
象
者
】 

○
申
込
日
に
お
い
て
村
内
に
住
民
登
録
が
有
り
、

か
つ
村
内
に
生
活
の
本
拠
を
有
す
る
方
。 

○
19
歳
以
上
50
歳
未
満
の
女
性
で
妊
娠
を
予
定

ま
た
は
希
望
し
て
い
る
方
。 

○
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
の
予
防
を
目
的
と
し
て

い
る
こ
と
。 

【
風
し
ん
予
防
接
種
助
成
対
象
者
】 

○
抗
体
検
査
な
ど
に
よ
り
、「風
し
ん
抗
体
を
有
し

な
い
」と
認
め
ら
れ
た
者
。 

○
接
種
日
に
お
い
て
、
19
歳
以
上
50
歳
未
満
の

女
性
。 

※
た
だ
し
次
に
あ
て
は
ま
る
方
は
抗
体
検
査
お
よ

び
予
防
接
種
対
象
外
と
な
り
ま
す
。 

○
す
で
に
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
２
回
以
上

受
け
て
い
る
方
。 

○
す
で
に
抗
体
を
保
有
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
て

い
る
方
。 

○
妊
娠
中
の
方
。 

【
助
成
額
】 

 

《
風
し
ん
抗
体
検
査
》
全
額
助
成 

 

《
風
し
ん
予
防
接
種
》 

○
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
６
千
円 

（接
種
時
負
担
額
８
千
９
６
０
円
） 

 

○
風
し
ん
単
抗
原
ワ
ク
チ
ン
３
千
円 

（接
種
時
負
担
額
５
千
７
４
０
円
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 
 

 

第
３
回
教
育
委
員
会 

 

教
育
委
員
会
の
開
催
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

【
平
成
26
年
第
３
回
教
育
委
員
会
】 

《
日
時
》
７
月
19
日
（土
）午
後
４
時
30
分
～ 

《
場
所
》
小
笠
原
村
役
場
第
２
庁
舎
２
階
会
議
室 

会
議
は
公
開
し
て
お
り
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
（た
だ
し
、議
案
な
ど
の
内
容
に
よ
り
公
開
す
る
こ

と
が
不
適
当
と
教
育
委
員
会
が
判
断
し
た
場
合
は
、

非
公
開
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。傍
聴
を
ご
希
望

の
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
教
育
委
員
会
事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７ 

 

講
演
会
「咸
臨
丸
の
小
笠
原
島
来
航
」 

  

幕
末
、外
国
奉
行
率
い
る
幕
府
の
軍
艦
・咸
臨
丸
が

荒
海
を
乗
り
越
え
小
笠
原
島
に
来
航
し
、
日
本
の
領

有
を
確
認
し
ま
し
た
。 

 

今
回
、
咸
臨
丸
来
航
か
ら
１
５
２
年
目
を
迎
え
、

乗
組
員
子
孫
、研
究
者
な
ど
に
よ
る
「咸
臨
丸
子
孫
の
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会
」の
一
行
が
、初
め
て
小
笠
原
村
に
来
島
さ
れ
ま
す
。 

そ
れ
を
記
念
し
、
幕
末
の
咸
臨
丸
来
航
当
時
の
小
笠

原
に
つ
い
て
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
７
月
９
日
午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館 

【
演
題
・演
者
】 

○
寛
文
の
唐
船
と
咸
臨
丸 

 
 

安
達
裕
之(

東
京
大
学
名
誉
教
授･

日
本
海
事
史

学
会
長) 

○
幕
末
期
に
描
か
れ
た
小
笠
原
島 

 
 

鶴
岡
明
美(

武
蔵
野
美
術
大
学
非
常
勤
講
師) 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７ 

 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日 

 

７
月
は
、
固
定
資
産
税(

第
２
期)

の
納
期
で
す
。 

納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
７
月
31
日(

木)

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お
納
め

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

２
―
３
１
１
２ 

 

小
笠
原
中
学
校 

学
校
公
開
週
間 

  

小
笠
原
中
学
校
で
は
、
一
学
期
の
学
校
公
開
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。 

 

保
護
者
・卒
業
生
・地
域
の
皆
さ
ま
方
、
ご
多
忙
の

こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が
、
多
く
の
方
の
参
観
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

【
日
程
】
７
月
７
日(

月)

～
11
日(

金) 

【
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
３
時
20
分 

※
午
後
12
時
10
分
～
１
時
30
分
は
お
昼
休
み

で
す
。 

【
そ
の
他
】 

○
７
月
７
日(

月)

５･

６
校
時
は
青
灯
台
の
付
近

で
遠
泳
の
練
習
を
行
い
ま
す
。 

○
駐
車
場
は
台
数
に
制
限
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
頂
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
上
履
き
の
ご
持
参

も
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
中
学
校 

 

２
ー
２
５
０
２ 

 

小
笠
原
村
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
状
況 

 

平
成
25
年
度
「小
笠
原
村
ふ
る
さ
と
寄
附
」（平
成

25
年
４
月
～
平
成
26
年
３
月
末
受
付
分
）に
つ
い

て
、
次
の
皆
さ
ま
よ
り
ご
寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 

寄
附
金
は
い
っ
た
ん
「小
笠
原
村
ふ
る
さ
と
寄
附

基
金
」に
積
み
立
て
を
行
い
、村
振
興
の
た
め
に
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

【
平
成
25
年
度
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
（申
込
順
）】 

                       

※
お
名
前
の
公
表
は
、同
意
を
い
た
だ
い
た
方
の
み
掲
載

し
て
い
ま
す
。 

【
使
途
別
】 

《
世
界
自
然
遺
産
な
ど
環
境
保
全
の
推
進
に
関
す

る
事
業
》 
 

    

11
件 

  

４
４
万
９
千
５
０
０
円 

《
指
定
し
な
い
》
２
件 

    

６
万
円 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
財
政
係 

 
 

２
―
３
１
１
２ 

 

西
町
国
有
地 

駐
車
場
整
備
工
事 
 

父
島
字
西
町
国
有
地
内
の
一
部
に
つ
い
て
、
次
の

日
程
で
駐
車
場
整
備
工
事
を
行
い
ま
す
。 

 

施
工
箇
所
内
へ
の
駐
車
、
船
舶
の
仮
置
き
な
ど
は

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
開
始
前
日
ま
で
に
移
動

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

【
予
定
期
間
】
７
月
３
日
（木
）～
８
月
29
日
（火
） 

                   

●
問
合
せ
先 

財
政
課
財
政
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

  

テ
レ
ビ
放
送
の
中
断 

 

テ
レ
ビ
放
送
設
備
保
守
点
検
作
業
の
た
め
、
次
の

日
時
、
テ
レ
ビ
放
送
を
断
続
的
に
中
断
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
日
時
】 

《
母
島
》
７
月
９
日
（水
）午
前
０
時
～
午
前
５
時 

《
父
島
》
７
月
10
日
（木
）午
前
０
時
～
午
前
５
時 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
２
―
３
７
８
０ 

 

情
報
セ
ン
タ
ー
臨
時
休
館 

 

情
報
セ
ン
タ
ー
内
機
器
整
備
の
た
め
、
次
の
期
間

情
報
セ
ン
タ
ー
を
臨
時
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
休
止
期
間
】
７
月
７
日
（月
）～
８
月
１
日
（金
） 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
Ｉ
Ｔ
推
進
係
２
―
３
７
８
０ 

 

村
役
場
人
事
異
動 

 

【
主
事
級
】《 

》
内
は
旧
所
属 

７
月
１
日
付 

村
民
課
福
祉
係 

社
会
福
祉
法
人
明
老
会
派
遣 

 
 
 
 

泉 

静
《
村
民
課
福
祉
係
》 

【
採
用
】 

７
月
１
日
付 

医
療
課
付 

 
 
 

荒
瀬 

水
紀
〔
助
産
師
〕 

【
退
職
】《 

》
内
は
旧
所
属 

６
月
30
日
付 

 
 

竹
部 

泉
〔助
産
師
〕《
医
療
課
診
療
所
係
》 

北
村 

結
希
〔介
護
福
祉
士
〕《
医
療
課
診
療
所
係
》 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

 

お名前 ご住所 寄附金額 寄付金の使途 

 永野 雄一 様 広島県 5,000 円 世界自然遺産など環境保全の推進に関する事業 

 杉田 正己 様 千葉県 200,000 円 世界自然遺産など環境保全の推進に関する事業 

 杉田 次郎 様 千葉県 50,000 円 指定なし 

 高橋 真理子 様 東京都 10,000 円 世界自然遺産など環境保全の推進に関する事業 

 渋井 信和 様 東京都 10,000 円 指定なし 

 中村 照夫 様 長崎県 100,000 円 世界自然遺産など環境保全の推進に関する事業 

 匿名希望 神奈川県 30,000 円 世界自然遺産など環境保全の推進に関する事業 

 野沢 有二 様 新潟県 8,000 円 世界自然遺産など環境保全の推進に関する事業 

 今村 滋 様 東京都 30,000 円 世界自然遺産など環境保全の推進に関する事業 

 青木 正人 様 神奈川県 5,000 円 世界自然遺産など環境保全の推進に関する事業 

 匿名希望 愛知県 1,500 円 世界自然遺産など環境保全の推進に関する事業 

 高橋 真理子 様 東京都 10,000 円 世界自然遺産など環境保全の推進に関する事業 

 匿名希望 神奈川県 50,000 円 世界自然遺産など環境保全の推進に関する事業 

計 13件 509,500 円   
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母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、７
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
時
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
は
、

電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
７
月
28
日
（月
）午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、 

離
職
、
解
雇
な
ど
） 

 

○
求
人
求
職
（求
人
・求
職
申
込
な
ど
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
講
習
会 

  

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
新
規
認
定
講
習
会
を
次
の
と

お
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。 

【
時
期
】
９
月
中
旬
～
10
月
下
旬 

 

（こ
の
期
間
の
う
ち
８
日
間
程
度
） 

【
対
象
者
】
平
成
27
年
４
月
１
日
時
点
で
小
笠
原
村

に
１
年
以
上
在
住
の
18
歳
以
上
の
方 

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
月
以
降
の
村
民
だ
よ

り
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係 

２
―
２
１
２
３ 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
への
入
林
受
付 

お
よ
び
簡
易
講
習
の
実
施 

 

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。 

な
お
、
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。 

【
日
時
】
７
月
月
16
日
（水
）午
後
７
時
～
８
時 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 

【
必
要
な
も
の
】
①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、

お
よ
び
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

も
の
（免
許
証
な
ど
） 

※
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
講
習
終

了
後
、
入
林
申
請
に
基
づ
き
発
行
さ
れ
る
「年

間
パ
ス
」が
必
要
で
す
。
パ
ス
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
お
気
軽
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
パ
ス
を
お
持
ち
の
方
も
有
効
期
間
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
期
間
を
延
長
す
る
た
め
に
は
こ

の
講
習
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な

お
、
パ
ス
の
有
効
期
間
は
、
受
講
し
た
日
か
ら

２
年
間
と
な
り
ま
す
。 

父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
に
て
随
時
受
付
し
て
お

り
ま
す
。
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
（講
習

は
、
原
則
と
し
て
午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
間
で
１

時
間
程
度
行
い
ま
す
） 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

２
―
２
１
０
３ 

 銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
駆
除
お
よ
び 

国
有
林
指
定
ル
ー
ト
の
通
行
止
め 

 

環
境
省
お
よ
び
東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復

を
図
る
た
め
、
銃
器
な
ど
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を

行
な
い
ま
す
。
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
に
十
分

配
慮
し
ま
す
が
、
作
業
区
域
内
に
は
、
指
定
さ
れ
た 

 

ル
ー
ト
を
除
き
、
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
安
全
確
保
の
た
め
、
作
業
期
間
中
、
一
部

の
日
程
に
お
い
て
、
遊
歩
道
お
よ
び
国
有
林
指
定 

ル
ー
ト
を
通
行
止
め
に
し
て
作
業
い
た
し
ま
す
。 

【
作
業
期
間
】
７
月
７
日
（月
）～
７
月
14
日
（月
） 

お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
日
か
ら
入
港
日
の
み
実
施
し

ま
す
。 

【
時
間
】
午
前
６
時
～
午
後
５
時
30
分 

 

※
出
港
日
は
午
後
２
時
か
ら
、
入
港
日
は
午
前 

11
時
30
分
ま
で 

 

【作
業
区
域
】作
業
期
間
中
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ビ
ー
チ

か
ら
巽
湾
側
に
小
港
岬
ま
で
の
沿
岸
と
夜
明
け
道
路

お
よ
び
屏
風
谷
か
ら
小
港
園
地
ま
で
の
沿
道
そ
の
周

辺
山
域
（住
宅
地
を
除
く
）で
実
施
し
て
い
ま
す
。 

【
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
通
行
止
め
日
】 

①
常
世
ノ
滝
～
千
尋
岩
方
面
指
定
ル
ー
ト
お
よ

び
西
海
岸
指
定
ル
ー
ト 

  

７
月
12
日
（土
） 

②
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

  

７
月
13
日
（日
） 

【
遊
歩
道
通
行
止
め
日
】 

③
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
  

 

７
月
14
日
（月
） 

         

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当 

２
―
２
１
２
３ 

 

小
笠
原
諸
島
か
ら
内
地
へ
植
物
な
ど

を
持
ち
出
さ
れ
る
皆
さ
ま
へ 

  

小
笠
原
諸
島
に
は
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
や
、
さ
つ
ま
い
も
類
の
害

虫
で
あ
る
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
、
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
害
虫
が
発
生
し
て

い
な
い
地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
ア
フ
リ

カ
マ
イ
マ
イ
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ
、
イ
モ
ゾ
ウ

ム
シ
お
よ
び
さ
つ
ま
い
も
な
ど
一
部
の
植
物
は
、
法

律
（植
物
防
疫
法
）に
よ
り
、
小
笠
原
諸
島
か
ら
の
持

ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 

そ
れ
に
関
連
し
て
、
小
笠
原
諸
島
か
ら
内
地
へ
持

ち
出
さ
れ
る
観
葉
植
物
な
ど
の
根
付
き
植
物
に
つ
い

て
は
、
植
物
防
疫
官
（母
島
は
植
物
検
疫
補
助
員
）に

よ
り
、
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
が
付
着
し
て
い
な
い
こ

と
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
根
付
き
植

物
を
内
地
へ
持
ち
出
す
際
は
、
植
物
防
疫
官
の
確
認

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

【
小
笠
原
諸
島
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
】 

     

【
根
付
き
植
物
の
確
認
実
施
場
所
】 

           

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所
業
務
課 

２
―
２
１
０
２ 

 

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

ア

ド

レ

ス 

h
ttp

://w
w

w
.m

a
ff.g

o
.jp

/p
p
s/ 

 

飛
鳥 

初
入
港
歓
迎
イ
ベ
ン
ト 

 

【
日
時
】 

 

７
月
５
日
（土
）午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分 

 

７
月
６
日
（日
）午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分 

【
場
所
】
第
一
物
揚
場
（青
灯
台
物
揚
場
） 

【
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
】 

 

《
お
が
さ
わ
ら
マ
ル
シ
ェ
の
開
催
》 

 
 

○
小
笠
原
の
食
材
を
使
っ
た
試
食
・試
飲
に
よ 

る
歓
迎 

 
 

○
小
笠
原
郷
土
芸
能
に
よ
る
歓
迎 

【
お
願
い
】
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
開
催
期
間
は
、両
日
と
も
、

午
前
８
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
関
係
者
以
外
の
一

ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ 

ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム
シ 

イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ 

害 
 
 

虫 

あ
さ
が
お
、
さ
つ
ま
い
も
、 

ぐ
ん
ば
い
ひ
る
が
お
な
ど
の
生
茎
葉
お
よ
び 

生
塊
根
な
ど
の
地
下
部 

植 
 
 
 

物 

 

東
京
島
し
ょ

農
協
小
笠
原

母
島
支
店 

二
見
港
船
客
待

合
所 

小
笠
原
総
合
事

務
所
２
階 

場 
 

所 

母
島
で
は
植
物
検
疫
補
助
員
が
確
認
を 

実
施
し
て
い
ま
す
。 

手
荷
物
、
携
帯
品
な
ど 

ゆ
う
パ
ッ
ク
、
宅
配

便
な
ど 

対 

象 

物 

定
期
船
（
お
が
さ
わ

ら
丸
）
の
出
港
日 

出
港
１
時
間
前
～ 

平
日
（
午
前
８
時
～

午
後
５
時
） 

時 
 

間 

 

 

Ⅱ 
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般
車
両
の
乗
り
入
れ
は
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 
 

台
風
な
ど
の
影
響
に
よ
り
飛
鳥Ⅱ

が
入
港
で
き

な
い
場
合
は
、
次
回
入
港
以
降
に
延
期
し
ま
す
。 

 

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 
小
笠
原
支
庁
港
湾
課
２
―
２
０
１
５ 

 

講
演
会
「乾
き
に
耐
え
る
小
笠
原
の
樹
木
」 

 

【
講
演
会
】 

○
樹
木
の
高
さ
は
な
ぜ
決
ま
る
？ 

《
講
師
》
才
木
真
太
朗
氏(

京
都
大
学) 

○
枝
枯
れ
っ
て
乾
燥
の
あ
か
し
？ 

《
講
師
》
石
田
厚
氏(

京
都
大
学
教
授) 

【
母
島
】 

《
日
時
》
７
月
２
日
（水
）午
後
７
時
～
９
時 

《
場
所
》
小
笠
原
村
母
島
村
民
会
館
２
階 

【
父
島
】 

《
日
時
》
７
月
４
日
（金
）午
後
７
時
～
９
時 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館
ホ
ー
ル 

※
無
料
・
予
約
不
要 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
自
然
公
園
係
２
―
２
１
２
３ 

 

平
成
26
年
度
第
１
回
世
界
自
然
遺
産
地
域

「村
民
意
見
交
換
会
」お
よ
び
「地
域
連
絡
会

議
」の
開
催 

 

世
界
自
然
遺
産
地
域
の
適
正
な
管
理
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
た
め
の
地
域
連
絡
会
議
お
よ
び
、
会
議
に

先
立
ち
村
民
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。 

今
後
の
世
界
自
然
遺
産
関
連
の
予
定
や
、
暮
ら
し

に
身
近
な
地
域
課
題
（オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
、

ネ
ズ
ミ
対
策
、外
来
種
の
拡
散
防
止
対
策
）へ
の
対
応

状
況
の
報
告
な
ど
を
行
い
ま
す
。 

皆
さ
ま
の
参
加
・傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

○
村
民
意
見
交
換
会 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
７
月
３
日
（木
）午
前
９
時
～
10
時
30
分 

《
場
所
》
村
役
場
母
島
支
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
７
月
３
日
（木
）午
後
７
時
～
８
時
30
分 

《
場
所
》
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
テ
ー
マ
】 

○
島
の
暮
ら
し
と
遺
産
の
保
全
（オ
オ
コ
ウ
モ
リ
） 

○
暮
ら
し
に
身
近
な
外
来
生
物
対
策
（ノ
ネ
コ
、ネ

ズ
ミ
、
外
来
ウ
ズ
ム
シ
） 

※
事
前
予
約
な
ど
は
不
要
で
す
。
当
日
開
始
時
間

ま
で
に
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 ○
地
域
連
絡
会
議 

 

【
日
時
】
７
月
４
日
（金
） 

午
後
５
時
30
分
～
７
時
30
分 

【
会
場
】 

《
父
島
》
小
笠
原
村
役
場
２
階
会
議
室 

《
母
島
》
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
議
題
】 

①
今
年
度
の
課
題
検
討
の
進
め
方
に
つ
い
て 

②
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
対
策
、
ネ
ズ
ミ
対

策
の
進
め
方
ほ
か 

※
な
お
、
会
議
は
傍
聴
可
能
で
す
が
、
会
場
ス 

 

ペ
ー
ス
の
都
合
に
よ
り
、
満
室
の
場
合
座
席
が

ご
用
意
で
き
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２
―
７
１
７
４ 

 

七
島
信
用
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

七
島
信
用
組
合
で
は
７
月
に
、
当
組
合
の
磁
気
ス

ト
ラ
イ
プ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
お
客
さ

ま
で
、
Ｉ
Ｃ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
へ
の
切
替
が
お
済

み
で
な
い
方
を
対
象
に
、
Ｉ
Ｃ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

を
一
括
発
行
し
、
ご
自
宅
へ
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

ぜ
ひ
安
全
性
の
高
い
Ｉ
Ｃ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

※
Ｉ
Ｃ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
発
行
が
不
要
な
お
客

さ
ま
に
つ
き
ま
し
て
は
お
手
数
で
す
が
、
お
問
合

わ
せ
先
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
な
お
、
現
在

お
住
ま
い
の
住
所
が
お
届
け
い
た
だ
い
て
い
る
住

所
と
異
な
る
場
合
に
は
大
切
な
カ
ー
ド
を
お
届
け

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
誠
に
恐
れ
入
り
ま
す

が
窓
口
で
住
所
変
更
の
お
手
続
き
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
引
き
立
て
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 

 

七
島
信
用
組
合
本
部
総
合
企
画
部 

０
４
９
９
２
―
２
―
１
６
６
１ 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

 
 【

７
月
の
開
館
日
】
お
が
さ
わ
ら
丸
の
入
港
日
～
出

港
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で
。
観
光

船
入
港
中
開
館
、
20
日
か
ら
毎
日
開
館
。 

【
特
別
展
】 

《
本
館
》
「小
笠
原
の
魚
展
」～
こ
の
ふ
し
ぎ
な
生

き
物
た
ち
～
７
月
27
日
よ
り
開
催
予
定 

海
洋
島
小
笠
原
は
魚
も
ち
ょ
っ
と
他
と
は

違
う
？
！ 

固
有
種
や
魚
類
相
の
特
徴
、
こ
こ

で
生
き
る
多
彩
な
魚
た
ち
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

《
新
館
》
「小
笠
原
諸
島
の
島
々
」～
硫
黄
三
島
、

沖
ノ
鳥
島
、
南
鳥
島
、
西
之
島 

～
開
催
中 

 
 
 

火
山
列
島
の
硫
黄
三
島
、日
本
最
南
端
の
「沖

ノ
鳥
島
」
最
東
端
の
「
南
鳥
島
」
そ
し
て
去
年 

11
月
か
ら
噴
火
活
動
の
続
く
「西
之
島
」な
ど

魅
力
あ
る
小
笠
原
の
島
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
２
―
３
０
０
１ 

 
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
の
開
催 

（父
島
・母
島
） 

 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
夏
休
み
期
間
中

の
規
則
正
し
い
生
活
の
維
持
と
健
康
増
進
を
目
的
に
、

夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。 

ま
た
、
ラ
ジ
オ
体
操
実
施
の
お
手
伝
い
を
し
て
い

た
だ
け
る
方
の
募
集
を
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

協
力
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

《
期
間
》
８
月
１
日
（金
）～
31
日
（日
） 

《
時
間
》
午
前
６
時
30
分
～ 

《
場
所
》 

 

①
興
洋
岸
壁
（雨
天
時
の
場
合
、
清
瀬
ト
ン
ネ
ル
） 

 
 

②
扇
浦
交
流
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
（雨
天
時
の
場

合
、
交
流
セ
ン
タ
ー
屋
内
） 

【
母
島
】 

《
期
間
》
７
月
20
日
（日
）～
８
月
31
日
（日
） 

《
時
間
》
午
前
６
時
30
分
～ 

《
場
所
》
母
島
小
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド 

（雨
天
時
の
場
合
、
中
庭
） 

 

●
問
合
せ
先 

社
会
福
祉
協
議
会  

 
 
 

      

２
―
２
４
８
６ 

社
会
福
祉
協
議
会
母
島
事
務
局 

３
―
２
１
８
８ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
７
月
25
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ●
事
前
予
約
受
付
番
号 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

●
当
日
相
談
電
話
番
号 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

小
笠
原
高
等
学
校
「防
災
講
演
会
」 

 

【
内
容
】 

 

○
都
立
小
笠
原
高
等
学
校
の
防
災
活
動 

 

○
講
演
「西
之
島
の
火
山
活
動
と
小
笠
原
諸
島
の

大
規
模
地
震
・津
波
被
害
」 

《
講
師
》
東
京
大
学
地
震
研
究
所 

地
震
予
知
研

究
セ
ン
タ
ー
長 

平
田 

直
教
授 
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【
母
島
】 

《
日
時
》
７
月
14
日
（月
） 

 
 
 

午
後
６
時
30
分
～
８
時
（開
場
午
後
６
時
） 

《
場
所
》
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
７
月
16
日
（水
） 

 
 
 

午
後
６
時
30
分
～
８
時
（開
場
午
後
６
時
） 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
そ
の
他
】 

申
込
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。当
日
、

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 
 

お
が
さ
わ
ら
丸
の
運
航
状
況
に
よ
り
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
等
学
校 

２
―
２
３
４
６ 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
大
花
火
大
会
広
告
料
お
よ
び
寄
付
金
ご
協
賛
の
お

願
い 

  

小
笠
原
の
夏
の
夜
空
を
彩
る「
大
花
火
大
会
」が
、

今
年
は
８
月
10
日(

日)

に
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

花
火
打
ち
上
げ
費
用
は
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
る

協
賛
広
告
料
（一
口
一
万
円
）と
村
か
ら
の
補
助
金
に

よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ご
協
賛
い
た
だ
い
た

方
々
の
お
名
前
は
盆
踊
り
会
場
に
掲
示
し
、
花
火
打

ち
上
げ
前
に
場
内
放
送
し
ま
す
。
お
名
前
の
放
送
に

あ
た
っ
て
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
誕
生
日
の
お
祝
い
や
お
店
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に

も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

今
年
も
大
き
な
花
火
で
小
笠
原
の
夏
の
夜
空
を
大

輪
の
華
で
彩
れ
ま
す
よ
う
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

な
お
、盆
踊
り
大
会
の
日
程
は
８
月
９
日(

土)

・
10

日(

日)･

11
日(

月)

の
３
日
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

◎
夜
店
出
店
者
の
募
集 

 

「サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
４
」の
各
イ
ベ

ン
ト
に
夜
店
出
店
を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。 

【
申
込
期
間
】
７
月
24
日
（木
）～
７
月
31
日
（木
） 

【
申
込
方
法
】 

販
売
品
目
、
代
表
者
名
、
連
絡
先
住
所
、
電
話

番
号
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
出
店
品

目
お
よ
び
場
所
の
関
係
上
、
出
店
を
お
断
り
す
る

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
先
】 

《
夜
店
世
話
人
》
福
本
信
孝 

 

《
電
話
》
０
９
０
―
２
２
１
８
―
０
６
４
１ 

 

※
盆
踊
り
へ
の
出
店
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
は
保

健
所
に
て
説
明
会
を
行
い
ま
す
。 

《
日
時
》
８
月
７
日(

木) 

午
後
６
時
～ 

 

《
場
所
》
保
健
所
２
階
会
議
室 

【
対
象
イ
ベ
ン
ト
】 

《
小
笠
原
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
》
８
月
２
日
（土
） 

《
盆
踊
り
》
８
月
９
日
（土
）～
11
日
（月
） 

《
フ
ラ
オ
ハ
ナ
》
８
月
30
日
（土
） 

《
野
外
映
画
会
》
８
月
23
日
（土
）・９
月
５
日
（金
） 

《
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
ボ
ニ
ン
タ
イ
ム
》
９
月
６
日
（土
） 

※
会
場
は
い
ず
れ
も
お
祭
り
広
場
で
す
。 

 

◎
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！ 

 

小
笠
原
の
夏
は
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
退
屈

知
ら
ず
！
一
緒
に
盆
踊
り
や
各
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ

ま
せ
ん
か
？
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
村
民
の
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
手
で
支
え
ら
れ
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

（小
笠
原
村
観
光
協
会
内
） 

２
―
２
５
８
７ 

 

「ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・キ
ッ
ズ
」開
催 

 

◎
第
36
回
「天
の
川
の
釣
り
針
」 

 

夏
の
星
座
の
季
節
。
夜
空
に
は
天
の
川
と
、
「う
お

つ
り
星
」こ
と
、さ
そ
り
座
が
見
え
て
き
た
よ
！
天
の

釣
り
を
見
て
み
よ
う
！ 

【
日
時
】
７
月
17
日
（木
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分 

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上 

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能 

【
募
集
人
数
】
30
名 

【
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室 

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（保
険
代
含
む
） 

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円 

【
申
込
締
切
】
７
月
16
日
（水
） 

【
申
込
方
法
】 

小
学
校
玄
関
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙
を
入
れ

て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

国
立
天
文
台
内 

 

２
―
７
３
３
３ 

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催 

 

【
日
時
】
７
月
13
日
（日
）正
午
～ 

【
場
所
】
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 ●
問
合
せ
先 

千
葉 

 
 
 
 

２
―
２
６
３
１ 

 お
が
さ
わ
ら
丸
夏
期
乗
船
券
の
発
売
日 

 

満
席
が
予
想
さ
れ
る
便
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
夏

休
み
に
上
京
予
定
の
方
は
、
乗
船
券
を
お
早
め
に
ご

予
約
ま
た
は
、
ご
購
入
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

【
７
月
】
予
約
、
販
売
を
開
始
し
て
い
ま
す
。 

【
８
月
】
予
約
、
販
売
を
開
始
し
て
い
ま
す
。 

【
９
月
】 

９
月
２
日
東
京
発
～
９
月
10
日
父
島
発
便
は

７
月
３
日
（木
）よ
り
予
約
、
発
売
開
始
。
以
後
は

通
常
ど
お
り
東
京
出
港
便
の
２
か
月
前
か
ら
と
な

り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
海
運
（
株
） 

 
 
 

２
―
２
１
１
１ 

 
 

東
京
島
し
ょ
農
協
母
島
店 

 

３
―
２
３
３
１ 

  

                                          

７月の燃料油価格変動調整金 
 

 ７月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１  等  品 ９，５６３ （+1089） 

２  等  品 ８，９６６ （+1021） 

３  等  品 ８，３６８ （+953） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ９５８ （+109） 

０．０７５トン以下 ７２２ （+82） 

 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，８７０ （+990） ２，４４０ （+500） 

１ 等 ９，７４０ （+1,980） ４，８７０ （+990） 

村民割引 
（往復）２等 ５，８５０ （+1,190） ２，９３０ （+600） 

 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２９，３１０ （+3,490） １４，６６０ （+1,750） 

特 ２ 等 ４２，４８０ （+5,060） ２１，２４０ （+2,530） 

１ 等 ５８，６１０ （+6,980） ２９，３１０ （+3490） 

特 １ 等 ６６，８３０ （+7,950） ３３，４２０ （+3,980） 

特 等 ７３，３１０ （+8,720） ３６，６７０ （+4,370） 

２等（学割） ２３，４６０ （+2,800）  
２等 

（身体障害者割引） １４，６６０ （+1,750）  ７，３４０ （+880） 
村民割引 
（往復）２等 ３９，５３０ （+4,710） １９，７８０ （+2,360） 

 
貨
物
運
賃 

１  等  品 １７，０４５ （＋1,407） 

２  等  品 １５，８６８ （＋1,310） 

３  等  品 １４，５９７ （＋1,205） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，７０８ （＋141） 

０．０７５トン以下  １，２７１ （＋105） 
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乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 

 
 

 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
２
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
７
月
10
日
（木
） 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

 

●
予
約
・問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係
２
―
３
９
３
９ 

 

乳
幼
児
計
測
会
（母
島
） 

  

お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？

当
日
は
身
長
・体
重
な
ど
の
測
定
を
行
い
ま
す
。母
子

手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。事
前
予
約
は
不
要
で
す
。 

【
対
象
者
】
０
歳
～
６
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
７
月
１
日
（火
） 

受
付
時
間 

午
後
２
時
～
３
時
30
分 

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
） 

 

 

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？  

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

【
日
時
】
７
月
16
日
（水
）午
前
９
時
30
分
～
11
時 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
口 

【
内
容
】
ス
ト
レ
ッ
チ
、
セ
ラ
バ
ン
ド
体
操 

【
持
ち
物
】
室
内
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

    

天
然
記
念
物
の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
天
然
記
念
鳥
獣
本
舗 

第
15
回
「セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
へ
よ
う
こ
そ
」 

 

 

父
島
で
は
、
山
で
ネ
コ
を
見
る
機
会
が
減
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
、
多
く
の
関
係
者
の
努
力
が
実
を

結
ん
だ
結
果
で
す
。 

 

ネ
コ
の
捕
獲
が
進
む
に
つ
れ
、
幻
の
鳥
だ
っ
た
ア

カ
ポ
ッ
ポ
を
見
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。最
近
で
は
、

集
落
近
く
で
も
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ア

カ
ポ
ッ
ポ
の
保
全
事
業
は
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ

た
と
い
え
ま
す
。 

 
し
か
し
、
別
の
問
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。
交
通
事

故
、
ガ
ラ
ス
衝
突
、
集
落
で
の
ネ
コ
と
の
遭
遇
、
新

た
な
事
件
が
、
起
き
始
め
て
い
ま
す
。 

 

集
落
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ネ
コ
の

排
除
に
よ
り
、
山
で
巣
立
つ
雛
の
数
が
増
え
た
た
め

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
集
落
近
く
に
は
、
ガ
ジ
ュ
マ

ル
や
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
な
ど
、
好
み
の
食
物
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
食
物
が
ア
カ
ポ
ッ
ポ
を
誘
引
し
、

結
果
的
に
事
故
に
遭
っ
て
い
る
な
ら
、
そ
れ
は
ア
カ

ポ
ッ
ポ
ホ
イ
ホ
イ
と
呼
ぶ
べ
き
罠
と
言
え
ま
す
。 

 

増
え
た
の
だ
か
ら
、
少
し
く
ら
い
死
ん
で
も
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。
い
え
、
せ
っ
か
く
無
事
に
巣
立
っ

た
雛
が
、
巣
立
ち
後
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
の
で
は
、

元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

          

 

第
一
ス
テ
ー
ジ
の
舞
台
は
父
島
の
山
域
、
相
手
の

ボ
ス
は
ノ
ネ
コ
で
し
た
。
第
二
ス
テ
ー
ジ
の
舞
台
は

集
落
で
す
。
新
た
な
課
題
が
あ
る
と
は
い
え
、
こ
の

物
語
が
、
よ
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
以
前
は
、
こ
ん
な
課
題
が
存
在
す

る
こ
と
す
ら
気
付
か
な
い
ほ
ど
、
数
が
少
な
か
っ
た

わ
け
で
す
か
ら
。 

さ
ぁ
、
こ
の
ス
テ
ー
ジ
も
、
力
を
合
わ
せ
て
ク
リ

ア
し
ま
し
ょ
う
！ 

 

文 

森
林
総
合
研
究
所 

主
任
研
究
員 

川
上
和
人 

挿
絵 

バ
ー
ド
リ
サ
ー
チ 

研
究
員 

青
山
夕
貴
子 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７ 

 

世
界
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

【
東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
】 

人
類
共
通
の
か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
し
て
、

将
来
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
宝
物
、
そ
れ
が

世
界
遺
産
で
す
。 

小
笠
原
諸
島
は
、
平
成
23
年
６
月
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
、
そ
の
後
、
希
少
な
動
植
物
を
保
全
す

る
た
め
、
様
々
な
保
護
政
策
が
と
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
代
表
的
な
取
組
の
一
つ
と
し
て
東
平
地
区
に

お
け
る
生
態
系
の
保
全
計
画
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
地
域
は
、
父
島
元
来
の
自
然
が
よ
く
残
さ

れ
乾
性
低
木
林
、
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
の
生

息
地
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
の
餌
場
、
昆

虫
類
の
生
息
地
な
ど
、
小
笠
原
諸
島
の
生
態
系
が

見
ら
れ
る
代
表
的
な
場
所
と
し
て
保
全
が
図
ら
れ

て
き
ま
し
た
。 

【
東
平
の
取
組
】 

希
少
な
植
生
と
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
の

生
息
地
を
守
る
た
め
に
は
、
こ
の
区
域
内
に
生
息

す
る
外
来
種
の
野
ヤ
ギ
と
野
ネ
コ
の
侵
入
を
防
ぐ

と
と
も
に
植
物
の
実
を
食
べ
つ
く
す
ク
マ
ネ
ズ
ミ

駆
除
が
、
最
優
先
事
項
と
し
て
提
言
さ
れ
、
平
成

19
年
か
ら
侵
入
防
止
柵
の
検
討
が
始
ま
り
平
成

22
年
に
現
在
の
侵
入
防
止
柵
が
完
成
し
ま
し
た
。 

侵
入
防
止
柵
が
完
成
後
、
柵
内
の
野
ヤ
ギ
の
排
除

と
野
ネ
コ
の
捕
獲
事
業
が
展
開
さ
れ
、
野
ヤ
ギ
に
関

し
て
は
柵
内
で
１
３
５
頭
を
排
除
、
野
ネ
コ
に
関
し

て
も
柵
内
お
よ
び
周
辺
山
域
の
捕
獲
を
行
い
現
在

は
柵
内
で
の
生
息
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
区
域
内
の
外
来
植
物
の
駆
除
も
進
め
る

こ
と
に
よ
り
、
小
笠
原
固
有
植
物
の
占
有
率
も
あ

が
っ
て
い
ま
す
。 

【
東
平
の
利
用
】 

小
笠
原
の
生
態
系
は
、
人
間
の
活
動
に
よ
っ
て

持
ち
込
ま
れ
た
「外
来
種
」の
影
響
に
よ
り
急
速
に

失
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
笠
原
に
生
息
す
る
固
有
種

は
外
敵
か
ら
身
を
守
る
方
法
を
知
ら
な
い
た
め
、

環
境
の
変
化
や
外
敵
の
侵
入
に
対
し
と
て
も
弱
い

の
で
す
。
そ
の
た
め
、
こ
の
地
域
へ
の
立
ち
入
り

は
国
有
林
課
の
講
習
を
受
け
た
者
か
そ
の
方
の
同

行
者
以
外
利
用
で
き
な
い
形
を
と
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

遺
産
登
録
後
こ
の
地
域
が
、
世
界
遺
産
の
保
全

に
関
す
る
象
徴
的
な
区
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
観

光
客
の
利
用
も
多
く
観
光
利
用
に
よ
る
自
然
破
壊

も
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
ガ
イ
ド
に
よ
る
適
正
な

利
用
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
現
時
点
で
の
自
然

破
壊
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

【
東
平
の
事
業
評
価
】 

東
平
の
野
ヤ
ギ
、
野
ネ
コ
柵
が
完
成
し
て
か
ら
、

４
年
が
経
過
し
、
そ
の
間
柵
内
の
外
来
植
物
お
よ

び
動
物
対
策
を
進
め
て
き
た
結
果
、
ア
カ
ガ
シ
ラ

カ
ラ
ス
バ
ト
は
全
島
的
に
増
加
し
、
ま
た
柵
内
の

固
有
植
物
の
復
活
は
顕
著
で
、
柵
を
設
置
し
た
こ

と
の
事
業
的
評
価
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

今
後
は
、
兄
島
の
ア
ノ
ー
ル
対
策
の
中
で
も
昆

虫
類
の
重
要
な
生
息
地
を
柵
で
囲
む
よ
う
な
保
全

対
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 
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小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 

  

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
小
笠
原
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

 
 

例
年
で
あ
れ
ば
、
ザ
ト
ウ
シ
ー
ズ
ン
は
終
了
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
年
は
６
月
10
日
と
16
日
に
父
島

周
辺
で
、
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
を
発
見
し
た
と
の
情
報
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
去
年
の
最
終
確
認
日
が
６
月
１

日
な
の
で
、記
録
を
２
週
間
ほ
ど
更
新
し
て
い
ま
す
。

原
因
は
水
温
が
低
い
た
め
か
、
そ
れ
と
も
他
の
要
因

か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
発
見
情
報
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
小
笠
原
で
は
、
い
よ
い
よ
夏
本
番
を
迎
え

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
左
の
写
真
は
、
先
日
の
イ
ル

カ
調
査
で
出
逢
っ
た
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
（個

体
識
別
番
号
＃
87
）の
写
真
で
す
。 

                

こ
の
イ
ル
カ
は
２
０
０
４
年
か
ら
父
島
周
辺
で
毎

年
見
ら
れ
て
い
る
オ
ス
の
個
体
で
、
背
ビ
レ
の
先
端

の
欠
け
が
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
は

13
歳
ほ
ど
と
推
定
し
て
い
ま
す
が
、
最
初
か
ら
背
ビ

レ
が
か
け
て
い
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

今
か
ら
４
年
前
の
８
月
、
体
の
左
側
が
大
き
く
傷

つ
き
、
背
ビ
レ
も
写
真
の
様
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

サ
メ
な
ど
に
襲
わ
れ
た
傷
と
も
考
え
ら
れ
ま
し
た 

が
、
詳
し
い
原
因
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
１
年

も
経
つ
と
、
傷
は
す
っ
か
り
と
癒
え
、
今
で
は
元
気

に
泳
ぐ
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

こ
の
個
体
は
背
ビ
レ
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
の 

で
、
船
上
か
ら
で
も
簡
単
に
見
分
け
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

こ
れ
か
ら
ド
ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
や
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

が
盛
ん
な
時
期
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
自
主 

ル
ー
ル
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

● 

問
合
せ
先 

 

一
般
社
団
法
人 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会  

２
ー
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
158 

 

◎
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
巣
調
査 

 

今
年
は
例
年
に
比
べ
る
と
産
卵
上
陸
す
る
ウ
ミ
ガ

メ
を
目
に
す
る
機
会
が
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
２
０
１
０
年
以
降
の
父
島
列
島
産
卵
巣
調
査
と

比
較
す
る
と
今
年
は
産
卵
巣
数
が
最
も
少
な
く
、
６
月

20
日
現
在
、
例
年
の
半
数
程
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
は
、
気
温
や
水
温
が
低
い
た
め
に
産
卵
上
陸

せ
ず
、
こ
れ
か
ら
次
々
と
上
陸
し
て
く
る
の
か
？
も

し
く
は
繁
殖
個
体
の
来
遊
数
自
体
が
少
な
い
の
か
？ 

こ
こ
数
年
は
毎
年
の
よ
う
に
産
卵
巣
数
の
記
録
更
新

が
続
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
ど
う
な
る
の
か
非
常
に

興
味
深
い
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
そ
う
で
す
。 

 

◎
大
村
海
岸
に
お
け
る
夜
間
調
査
の
実
施 

  

６
月
よ
り
大
村
海
岸
に
て
、
産
卵
上
陸
す
る
ア
オ

ウ
ミ
ガ
メ
の
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
調
査
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
毎
晩
午
後
８
時
～
午
前
２
時
の
間
ウ
ミ
ガ

メ
の
甲
羅
を
計
測
す
る
大
き
な
ノ
ギ
ス
を
持
っ
て
海

岸
を
歩
い
て
い
ま
す
。
調
査
で
は
海
岸
を
訪
れ
た
方

に
対
し
て
、
産
卵
上
陸
す
る
ウ
ミ
ガ
メ
に
影
響
を
与

え
る
、
懐
中
電
灯
の
「動
く
」明
か
り
や
カ
メ
ラ
の
フ

ラ
ッ
シ
ュ
に
つ
い
て
お
声
掛
け
も
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

今
年
は
例
年
に
比
べ
る
と
産
卵
上
陸
す
る
ウ
ミ
ガ

メ
を
目
に
す
る
機
会
が
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
２
０
１
０
年
以
降
の
父
島
列
島
産
卵
巣
調
査

と
比
較
す
る
と
今
年
は
一
番
産
卵
巣
数
が
少
な
く
、

例
年
の
半
数
程
と
な
っ
て
い
ま
す
（
６
月
20
日
現

在
）。
小
笠
原
に
繁
殖
個
体
は
来
遊
し
て
い
る
が
、
気

温
や
水
温
が
低
い
た
め
に
産
卵
上
陸
せ
ず
、
こ
れ
か

ら
次
々
と
上
陸
し
て
く
る
の
か
？
も
し
く
は
繁
殖
個

体
の
来
遊
数
が
少
な
い
の
か
？
こ
こ
数
年
は
毎
年
の

よ
う
に
産
卵
巣
数
の
記
録
更
新
が
続
き
ま
し
た
が
、

今
年
は
ど
う
な
る
の
か
非
常
に
興
味
深
い
シ
ー
ズ
ン

に
な
り
そ
う
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
（認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ

バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー)  

２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 
h

ttp
://b

o
n

in
-o

cea
n

.n
e
t 
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１．暑さを避ける  

日陰を選んで歩いたり、日傘や帽子を使いましょう。また、決して無理な節電はせず、

適度に扇風機やエアコンを使用するようにしましょう。 

２．服装を工夫する 

 通気性の良い、吸湿・速乾の衣服を着用しましょう。 

３．こまめに水分を補給する  

特に高齢者、障害児・障害者の方は、のどの渇きを感じなくても、こまめに 

水分補給を。時間を決めて、意識的に水分補給をしましょう。 

４．急に暑くなる日に注意する 

体がまだ暑さに慣れていないときは熱中症になりやすくなります。 

暑さには徐々に慣れるようにしましょう 

５．暑さに備えた体づくりをする  

日頃からウォーキングなどで、汗をかく習慣を身につけておくと、暑さに対抗 

しやすくなります。しかし、暑さの中で無理に運動することは避けましょう。 

６．個人の条件を考慮する 

 人間の体調や暑さに対する慣れなどが影響して、暑さに対する抵抗力（感受性）は 

個人によって異なります。自分の体調の変化に気をつけ、暑さの抵抗力に合わせて、 

万全の予防を心がけましょう。 

７．集団活動の場ではお互いに配慮する  

 一人ひとりが周囲の人に気を配り、熱中症の予防を呼びかけ合うことで、熱中症の 

発生を防ぐことができます。特に、熱中症にかかりやすい高齢者、障害児・障害者 

や子どもについては、周囲が協力して注意深く見守り、声かけするようにしましょう。 

 

 

   

 
 

                                  

 

                                 

                                 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

イルカ：今月は、新しい保健師の紹介です。 

内 村： みなさん、はじめまして♪８月から父島の保健師になりました内村和美

（うちむらかずみ）です。うっちー、うっちゃんと呼ばれています。 

まだ小笠原にきて数週間しか経っていませんが、小笠原の生活に慣れ

て、早くみなさんに覚えていただけるように頑張ります。島の野菜や果物

を使った料理に挑戦してみようかと思っています！！ 

よろしくお願いしますm（＿ ＿）ｍ 

イルカ：みなさま、よろしくお願いします。 

 

イルカの伝言板 

― 村民課福祉係― 

― 第１７３号― 

 

クジラの伝言板 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ：今日も良く動いたから、ビールがおいしいぞ。たくさん飲んで水分補給しようっと！ 

保健師：クジラさん、アルコールは尿の量を増やし体内の水分を排出してしまうため、ビール

などで水分の補給はできませんよ。体の中の水分が不足すると、熱中症の他にも、脳

梗塞、心筋梗塞など、さまざまな健康障害のリスク要因となります。平均的には、コ

ップの水を“あと 2杯”飲めば、一日に必要な水の量を概ね確保できると言われてい

ます。喉が渇く前に、アルコール以外で水分補給をしましょうね。 

●高温多湿の環境下で、体内の水分や塩分のバランスが崩れたり、体内の調整機能がうまく働かず、

体内に熱がたまり、体温が著しく上昇するなどして発症する障害の総称です。 

●熱中症が疑われる症状は、めまい・頭痛・吐き気・おう吐・だるさ・大量の発汗などです。 

●重症になると意識障害などが起こります。 

熱中症とは… 

熱中症予防の 7か条 

 

実は就寝中などに室

内で熱中症を発症す

るケースも多くあり

ます。室内にいるから

といって熱中症対策

を怠らないようにし

ましょう。 

内閣府によると、2013年の６月から９月にかけて熱中症で救急搬送された人はおよそ 5万 9000人で、その

うち 88人の方が亡くなっています。小さな子どもや高齢者、病気の方などは特に熱中症になりやすく、重症にな

ると死に至ることもあります。今年も内地では、すでに熱中症による搬送が何例も出ています。小笠原村と内地で

は、気候も環境も異なる部分がありますが、いつでもどこでも健康で過ごせるように心がけていきましょう。 
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乳幼児計測会（母島） ヘルスアップ教室（父島）

森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習（母島）

ギャラクティック・キッズ申込締切

入港日 小笠原高等学校「防災講演会」（父島）

講演会「乾きに耐える小笠原の樹木」（母島） 出港日

ギャラクティック・キッズ開催

西町国有地　駐車場整備工事（～８/２９） 粗大ごみ収集（母島）

村民意見交換会 行政相談所の開設

定期予防接種

講演会「乾きに耐える小笠原の樹木」（父島） 第３回教育委員会

地域連絡会議

出港日 　　　　　入出港日

飛鳥Ⅱ初入港歓迎イベント（～６） 夏休みラジオ体操の開催（～８/３１）母島

高校図書館開放

高校図書館開放

小笠原中学校　学校公開週間（～１１）

不発弾処理

情報センター臨時休館（～８/１）

入港日 　　　　　入出港日

第27回くらしの法律・税金相談（～９）

不発弾処理（予備日）

講演会「咸臨丸の小笠原島来航」 サマーフェスティバル夜店出店者の募集（～３１）

テレビ放送の中断（母島）

都市計画の原案に関する公聴会（父島） 電話による無料法律相談

乳幼児健診・歯科健診（父島） 定期予防接種

テレビ放送の中断（父島）

出港日

常世ノ滝～千尋岩方面指定ルートおよび西海岸指定ルート通行止め 　　　　　入出港日

高校図書館開放

フリーマーケット開催 母島巡回労働相談
赤旗山方面指定ルート通行止め

高校図書館開放

入港日

小笠原高等学校「防災講演会」（母島）

小港～高山・ジョンビーチ方面遊歩道通行止め

　　　　　入出港日

固定資産税(第２期)の納期期限

金

土

24

15

金11

火

水

水

16

火

14

1 火

3

4

12

13

2

6

土

日

行　事　予　定日付 曜日

5

日付 曜日 行　事　予　定

木

22

月

月7

19 土

20 日

8

9

26

23

月

火

29

木10

日

31 木

30 水

水

27 日

土

水

17 木

18 金

21

火

28 月

金

木

25

海の日 


